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令和５年度 昭島市公民館主催事業について 

 

1 障害のある青年の交流講座「開講のつどい」 

 

 障がいのある青年達が、健常な青年達と共に活動する中で、交流を深め、仲間づくりを

進めながら、障がいを乗り越え自立し、たくましく生きていく力を身につけることを目的

に年間を通して活動しています。 

 年度の初めは、「開講のつどい」として国営昭和記念公園で交流します。 

 

 （１）期 日  4月 2３日（日） 

（２）集 合  午後１時30分に西立川駅 公園口 ※雨天中止 

 （３）参加費  200円 

 （４）持ち物  マスク、飲み物、愛の手帳か障害者手帳 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭島市や社会の課題について知識を深め、仲間と出会い地域社会への参加のきっかけをつかみまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

１年次学習風景 

対   象 40歳以上の市内在住在勤者で         

２年間にわたって受講できる方 

※再受講可。ただし初めての人を優先。 

定   員  40名 (多数抽選) 

 

参 加 費  2,000 円（各年次） 

  

申   込 ４月３日（月）～４月30日（日） 

までに公民館で受け付け 

℡（042）544－1407 

＊ 詳しい募集要項が裏面にあります 

ので、ご確認ください。 

１ 5．20  
開講式  

～オリエンテーション～ 

昭島市教育長 

       山下 秀男 

２ 5．27 生涯
学習 人生 100 年時代の市民の学習 

日本女子大学教授 

田中 雅文 

３ 6．10 

フィ
ール
ドワ
ーク 

ジェットエンジンの開発と歴史 

IHI 空の未来館見学 
（株）IHI 社員 

４ 6．24 

一般

教養 

ＳＤＧｓと私たちの社会 
東海大学准教授     

二ノ宮リムさち 

５ 7． 1 
もし日本が侵攻されたら～その

危機管理とリスクコミュニケー

ション～ 

日本大学 

危機管理学部教授 

福田 充 

６ 7．22 
ＡＩ（人工知能）の現状と将来

性 ～どうなる未来の暮らし～ 

玉川大学教授 

大森 隆司 

７ 8．26 

市制 

・ 

暮ら

し 

昭島の水を知ろう 

後半：市民大学フォーラムの紹

介 

昭島市水道部職員 

市民大学フォーラム会員 

８ 9． 2 
一般

教養 

ヤングケアラー～介護を担う子

どもたちのために～ 

日本女子大学名誉教授 

堀越 栄子 

９ 9． 9 

市制 
・ 

暮ら
し 

ハザードマップから読み解く昭

島の防災 
昭島市総務部防災課職員      

10 10.  7 

歴史 

地域を知ろう「多摩の歴史」  

昭島市教育委員会嘱託 

近代史調査員 

三村 章 

 

11 10. 21 地域を知ろう「昭島の歴史」 

12 11． 4  昭島の文化財 

13 11. 18 交流 作って食べて交流 
麺類愛好会代表 

大野 和彰 

14 12.  2 

福祉 

社会福祉の考え方を知る 

～歴史的な発展の理解とこれか

らに向けて～ 
文教大学准教授 

大島 隆代 15 12. 16 高齢化の現状と課題 

16 1. 20 
災害と地域福祉（市内のボラン

ティアについて） 

17 1. 27 

環境 

環境教育１「地球環境の現状と

課題」 
エコット政策研究 

センター代表    

 中岡 章 

18 2．10 
環境教育２「地球環境に考慮し

たエネルギー政策」 

19 2．24 
環境教育３「環境に優しい暮ら

しを目指して」 

20 
3．16 交流 

２年次に向けて交流 

～コース選びと懇親会～ 
職 員 

主催／昭島市公民館 

１年次学習過程 ＊会場：昭島市公民館他 

１年次・・・基礎学習(全 20 回) 

      令和５年５月～６年３月 

２年次・・・コース別専門学習(年間)  

令和６年５月～７年３月 

「環境」「福祉」「歴史」の３コース

に分かれ、助言者と受講生がグル

ープで主体的に学習します。 
修了後・・・コース別公開講座の開設、 

市民大学フォーラムの学習活動等 

昭島市民大学 



第 11 期昭島市民大学募集要項 

１．昭島市民大学の開設目的  

生涯学習の一環として､次にかかげることを目

的としています。     

①自発的な学習を通しての自己実現の機会提供 

②自治能力や連帯意識の形成 

③市民大学や各種講座の企画･運営への参画 

④学習成果の地域社会への活用 

２．昭島市民大学の学習内容  

学習課程は２年とし、各年次の学習時間は年 

間最低 40時間とします。急激に変化する社会の

なかで、こころ豊かな生活を営むために、市民

の皆さんの生活に関する諸課題について学び、

その解決に取り組むことのできる主体性を養う

ための学習とします。 

●１年次の学習 ： 一般教養や地域・社会に 

向けた様々な基礎知識を学び、地域で活動する 

意欲を培います。 

① 開催期間 令和５年５月 20 日 

～令和６年３月 16 日 

② 開催時間／会場 土曜日 午前 10時～正午 

全 20 回／昭島市公民館（例外あり） 

③学習内容 表面参照 

●２年次の学習 ： 課題別のコース※に分か

れ、ゼミナール方式による学習を通してテーマ

を決め、学習課題に必要な専門的知識を修得

し、記録集を作成します。 

※詳細は１年次途中にご案内します。 

 

 

 

① 開催期間 令和６年５月～令和７年３月 

② 開催時間／会場 土曜日 午前 10時～正午 

年 20 回程度／昭島市公民館（例外あり） 

３．受講対象 40 歳以上の昭島市内在住在勤者で 

２年間にわたって受講できる方。ただし、２年 

次については、１年次の修了者とします。 

４．募集人員 40 名（多数抽選） 

※再受講可。ただし初めての人を優先。 

５．費用負担 １年次／２年次 各 2,000 円 

（全回分）＊その他、教材費等の実費を負 

担していただくことがあります。 

６．修了証の交付 各年次とも所定学習時間の８割 

以上の出席をもって修了者とし、２年次の修了

者には｢市民大学修了証｣を交付します。 

７．修了後の活動 ２年の学習過程を修了した参加 

者同士が、さらにその学習を深めるとともに、

その学習の成果を地域社会で発揮する最初の活

動として、市民を対象とした公開講座を開催し

ます。  

① 開催期間  令和７年５月～令和８年３月 

② 開催回数／会場  

全５回程度／昭島市公民館ほか 

８．公民館の支援 公民館が支援することは下記の

とおりです。 

・公民館主催事業の企画･運営への機会提供  

・自主グループを結成し、公民館自主企画事業

への参加等による継続学習の機会提供 

・昭島市民大学フォーラム（市民大学修了グループ

の連合組織）に加入し、講演会や各種学習活動

の機会提供

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭島市民大学の流れ  
＜イメージ＞   １年次・・ 基礎学習  

             ↓ 

２年次・・ コース別専門学習  

      ↓ 

         修了後・・ コース別公開講座の開催  

↓  

       市民大学フォーラムでの各種学習  

    ↓ 

＊学習成果を地域活動等に活用            2 年次学習風景 

 


